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研究成果の概要（和文）：本研究は中国話劇史（１９４５－１９４９）の空白を埋め、話劇と映

画、日中戦争期と内戦期を結びつけ、オーラル・ヴィジュアル及び観客の目線を導入し、上海

文化の原風景を明らかにした。これを基に喜劇とドタバタ劇の流を浮上させたと同時に重要な

芝居やキーパソンと日本、中国、共産党、国民党及び文化を受容する大衆との絡み合う関係の

解明により歴史の複雑さと豊富さを呈示し、「忠」「奸」を基準とする定説を打ち破ったのであ

る。 

 
研究成果の概要（英文）：In reconstructing Shanghai’s cultural scenes during the war times 
this project uses a great deal of oral and visual materials, including interviews with 
the contemporaneous cultural practitioners and audiences as well as videos of historical 
recording. It represents the first study on Spoken Drama during the period of the Civil 
War, breaking down boundaries between “spoken drama” and “film” as well as the 
conventional periodical separation of the Civil War from the Sino-Japanese War. Focusing 
on the so far neglected genre of comedy and force shows, and sorting out their origins, 
this study uses some of the key products and their producers to unravel their complex 
relations with the Japanese, the Nationalist Government, the Communist Party, and the 
audiences. By doing so this study effectively challenges the clear-cut boundaries between 
the “loyalists” and the “collaborators” in its effort to bring back the complicity 
and richness of this history. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究を申請した 2008 年当初、中華人民共

和国の話劇・映画史は 1937 から 1945年まで

の日中戦争期、1945 から 1949 年に内戦期と

いう政治的な区分に基づいて書かれており、

日中戦争期、特に太平洋戦争が勃発した後の

「淪陥期」（1941 年 12 月 8 日―1945 年 8 月

15 日）の上海の話劇、映画のほとんどの作品

はタブーとされ、内戦期に至っては国民党を

風刺する劇目しか記述しておらず、映画史に

戦争の傷などを描写する作品がクローズ・ア

ップされているが、ヒットした『国魂』（1948

年、香港）が依然として名がない。また、研

究方法は発信者である作者及び生産された

テクスト（脚本）を対象に文字資料を用いる

のが主流である。この現実に疑問を感じ、「オ

ーラル・ヴィジュアル变述」の視点を導入し、

戦時期（1937－1949）を一本化する新しい上

海文化史を作必要があると思われた。 

 

２．研究の目的 

本研究は中国話劇史（1945－1949）の空白を

埋め、話劇史と映画史、「日中戦争期」と「内

戦期」を結びつけ、戦時期（1937－1949）を

一本化する新しい上海文化史を作るのは第

一の目的である。方法としては「オーラル・

ヴィジュアル变述」を軸に複雑な思想、政治

状況を背景としたテクストの多義性が如何

に視覚化され、如何に観客に受容されたのか

を分析・解明し、戦争期の文化と人間の心の

関係に照明を当て、「日本」「中国」、「共産党」

「国民党」という二項対立の枠組及び文字テ

クストと視覚図像との境界線を超えて既存 

の価値観を破り、新たな枠組を構築した上に 

新しい文化史を作り出す試みである。 

 

３．研究の方法 

(1)証言者である方々へのインタビューを行

う。 

(2)『申報』を中心に調査し、19451－1949年

の話劇・映画の年表を作成する。 

(3)上海・東京の図書館を中心に中国・日本

各地で劇評・映画評論及び写真などの非文字

史料を調査・収集する。 

(4)「オーラル・ヴィジュアル变述」を中心

に枠組を構築して史料を分析、総括する。 

 

４．研究成果 

(1)劉厚生氏、洪謨氏、胡導氏へのインタ 

ビュー及び『申報』の調査により、内戦 

期における話劇の状況を明らかにした。 

(2)1945－1949 年の話劇の演目を明らかにし、

年表を作成した。 

(3)著書『抗日戰爭時期上海話劇人訪談錄』

（全 274 頁、秀威資訊、台北、2011） 

『上海抗戰時期的話劇』（全 373 頁、北京大

学出版社、2012）を刊行した。 

上述の著書により、映画、話劇団の組織変遷、

話劇の詳細な公演年表（1938-1945）を公表

した。これをベースに 54 の演目を論じ、観

客の目線で「ヴィジュアル」状況を明らかに

し、話劇の喜劇・ドタバタ劇の流れを浮き彫

りにし、話劇史の空白を埋めた。 

(4)中国の話劇史における「漢奸」芝居と位

置づけられた『江舟泣血記』を鍵として取り

上げ、その元は反帝国主義の経典である『吼

えろ、中国』であると判明し、当事者の各側

面——公演を許可した日本陸軍報道部、主催側

の汪兆銘政府指導下の「中華民族反英米協

会」、中日双方の責任者、俳優、観客、輿論

メディア及び公演の現場、公演後の反応につ

いて具体的かつ詳細に考察、分析を行い、多

方面から事実そのものの複雑性を呈示した

上、戦時中における日本、汪傀儡政権の政治、

文化政策の流動的な状況および上海映画界

を統制した日本映画人の川喜多長政の文化



 

 

観と文化方針を解明した。また公演劇団の

「孤島」期及び内戦期の活動に繋げて整合的

に考察することにより、戦時上海映画人は

「借古喩今、借西喩東」という手法で「反日

本帝国主義」の核心的な価値観を浮かび上が

らせた。これらより、中国の「精神領域の戦

士」と呼ばれる銭理群氏は中国のトップ新聞

紙『人民日報』での書評で、「本書の意義は

『上海抗戦時期の話劇』という具体的な課題

と分野を超え、主観による選択ではなく客観

的に、歴史の複雑さ及び豊富さを呈示するこ

とを目標とする研究方法を提供し、現在の中

国の学術研究に特に啓発性に富む示唆をし

てくれた。」と高く評価される。 

(5)上海話劇人と映画人の戦後の活動、即ち

人の動きを考察し、香港映画と、上海話劇と

の継承関係をあきらかにした。『国魂』『花街』

の「ヴィジュアル」变述をもって戦時映画を

逆照射し、上海映画人及び観客の「心」を解

明した上、内戦期と日中戦争期の話劇、映画

及び政治、政党との関係を明らかにした。以

上の成果により今まで政治権力者の視点を

反映する「忠」「奸」という二項対立の価値

観を打ち破り、新しい文化史を作り上げたの

である。 

(6)戦争時期における話劇と 50年代以後の香

港との繋がりを発見した。20 世紀中盤におけ

る中華文化圏のヴィジュアル变述の系譜研

究へと、今後の継続研究課題を見つけた。 
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